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発行日 ● 平成30年２月１日（毎月１回１日発行） 
定　価 ● 一部50円
　　　　　  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

発　行 ● 富山県商工会連合会（責任者／石澤義文）
　　　　　　〒930-0855　富山市赤江町1-7
　　　　　　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　　　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp  

　大岩山は古くから不動明王に帰依する祈願所として北陸一の霊場とされています。高さ18尺(約5.5ｍ)にある6つの
龍頭から流れ落ちる六本瀧(ろっぽんだき)は、六大(地、水、火、風、空、識)を型どった6つの蛇口から水を落とし、うたれる
人々の六根(眼根、耳根、鼻根、舌根、身根、意根)を清浄にし、一切の衆生の六欲、根本煩悩を洗いおとし、心身を清めて
不動尊を参拝させる意味で造られています。毎年、大寒の日に寒修行が行われ予約すれば、どなたでも白衣を借りること
ができ、瀧に打たれ、身を清めることができます。最近では外国人の滝行をする姿もみられます。
住所：富山県中新川郡上市町大岩163　TEL：076-472-2301　滝行：1000円(所要時間：約15分)　※寒修行以外は予約不要

ふるさと探訪ふるさと探訪 ニューツーリズムニューツーリズムシリーズ 大岩山 日石寺「六本滝 滝行」
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商
工
会
連
合
会
と
商
工
会
議
所
連
合
会
、
経
営
者
協
会
、
中
小
企

業
団
体
中
央
会
、
経
済
同
友
会
の
県
内
経
済
五
団
体
は
、
一
月
四
日
、

富
山
市
の
富
山
第
一
ホ
テ
ル
で
、
合
同
の
新
春
互
礼
会
を
開
催
し
た
。

八
回
目
と
な
る
互
礼
会
に
は
、
各
団
体
幹
部
や
企
業
の
ト
ッ
プ
ら

四
百
七
十
名
が
集
っ
た
。

経
済
団
体
新
春
互
礼
会

　

高
田
中
小
企
業
団
体

中
央
会
会
長
の
開
会
の

言
葉
に
始
ま
り
、
高
木

商
工
会
議
所
連
合
会
会

長
が
、
主
催
者
を
代
表

し
て
挨
拶
し
た
。
続
い

て
石
井
富
山
県
知
事
が

来
賓
を
代
表
し
挨
拶
。

　

来
賓
紹
介
に
続
い
て
、

米
原
経
済
同
友
会
代
表

幹
事
が
鏡
開
き
を
行
い
、

石
澤
商
工
会
連
合
会
会

長
が
、「
全
国
や
富
山
県

の
隅
々
ま
で
景
気
回
復

が
進
む
事
」
を
祈
念
し
、

声
高
ら
か
に
乾
杯
の
発

声
を
し
た
。
そ
の
後
、

和
や
か
に
懇
談
が
行
わ

れ
、
中
締
め
と
し
て
、

金
岡
経
営
者
協
会
会
長

が
三
本
締
め
を
行
っ
た
。

経
済
団
体
新
春
互
礼
会

平成30年税制改正のポイント
中小企業の生産性向上・地域経済の活性化

◆事業承継・再編の促進
・円滑な世代交代を推し進めるため、10年間限定で、事業承継税制を抜本拡充。
①税制のカバー率 100%とすることで承継時の負担をゼロにする。
②雇用要件を弾力化し、未達成の場合も税制の適用を継続する（報告や指導助言は必要）
③複数株主から複数後継者（最大 3名）に対する贈与・相続も対象とする。
④後継者の将来リスクを軽減するため、株価再計算による売却・廃業時の減免を可能とする。
・中小企業のM&A（親族外承継）の際に生じる登録免許税、不動産取得税の軽減措置を講ずる。

◆中小企業の賃上げ支援強化（所得拡大促進税制の拡充）
中小企業の賃上げを強力に支援するため、従来の制度から支援を深掘りする（給与増加額の 10％→ 15%を税額控除）
思い切った賃上げ（2.5％以上）や人材投資等に取組む中小企業には、更に大胆な支援（22％→ 25%を税額控除）を行う。

◆中小企業の少額資産の特例措置の延長　
30 万円未満の設備投資の際に一括損金算入を可能とする特例を現行のまま２年間延長。

◆交際費課税の特例措置の延長　
中小法人の交際費を 800万円まで全額損金算入可能とする特例措置を２年間延長。

「生産性革命」実現に向けた対応

◆国内投資（賃金・設備投資）加速化
過去最大の企業収益を国内への投資に向かわせ、賃上げや設備投資を強く促すため、３％以上の賃上げと安定した設備、
人材投資の強化を行う企業には、法人税負担をOECD平均の 25％まで引き下げる。加えて、生産性向上に資する IOT
投資に積極的に取り組む企業は、思い切って 20％まで引き下げ。

◆ IOT投資の抜本強化
第４次産業革命で激変するビジネス環境に迅速に対応するため、サイバーセキュリティ対策を講じながら行うIOT投資（ソ
フトウェア、センサー、ロボット等を連携させる投資）に対して、大胆な支援（投資額の３％税額控除等）を行う。3%
以上賃上げした企業には、更に支援（５％の税額控除等）を深掘りする。
※詳しくは、 平成 30 年度税制改正　経済産業省
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【中小企業の生産性向上支援】･･････････････････････････････････････････････････
■ものづくり・商業・サービス経営力向上⽀援事業　　平成29年度補正予算案額 1000.0億円
◆中小企業・小規模事業者が、認定支援機関と連携して、生産性向上に資する革新的サービス開発・試作品開発・
生産プロセスの改善を行うための設備投資等を支援。
　1. 企業間データ活用型（補助上限：1000万円、補助率2/3）、2. 一般型（補助上限1000万円、補助
率1/2）、3. 小規模型（補助上限：500万円、補助率：小規模事業者2/3、その他1/2）

■サービス等生産性向上IT導入支援事業費　　平成29年度補正予算案額 500.0億円
◆中小企業等の生産性向上を実現するため、バックオフィス業務等の効率化や新たな顧客獲得等の付加価値
向上（売上向上）に資する IT の導入支援（補助額：15万円～50万円、補助率1/2）想定する主な IT
のイメージ：①簡易税務・会計処理、②POSマーケティング、③簡易決済、④在庫・仕入れ管理、⑤顧客
情報管理・分析　等

【小規模事業者の持続的発展支援】･･････････････････････････････････････････････
■小規模事業者支援パッケージ事業　　平成29年度補正予算案額 120.0億円
◆小規模事業者持続化補助金　
　小規模事業者が将来の事業承継を見据え、ビジネスプランに基づいた経営を推進していくため、商工会・
商工会議所と一体となって経営計画を作成し、販路開拓に取り組む費用を支援します。
　補助率：2/3、補助上限：50万円、100万円（賃上げ、海外展開、買い物弱者対策等）、500万円（将
来の事業承継を見据えた共同設備投資等）

◆広域型販路開拓環境整備事業
　商工会・会議所をはじめとする中小企業・小規模事業者団体等が、ブランドの磨上げ、展示会・商談会
の開催、都市部での販売拠点（アンテナショップ）の設置、インターネット販売サイトなどの環境を提供
していくことを支援、小規模事業者等が取り扱う商品・サービスのブランディング、認知度向上、テストマー
ケティングの実施、消費者と接する機会の創出を目指す。

【事業承継支援】･･････････････････････････････････････････････････････････････
■事業承継・世代交代集中支援事業　　平成29年度補正予算案額 50.0億円
◆事業承継補助金
①事業承継・世代交代を契機として、Ⅰ経営革新（ベンチャー型事業承継）等に取組む中小企業、Ⅱ事業転
換に挑戦する中小企業に対し、設備投資・販路拡大・既存事業の廃業等に必要な経費を支援
②サプライチェーンや地域に根付いた価値ある事業の継続のために、事業再編・事業統合を促進して、サプ
ライチェーンや地域経済の活力維持、発展を図る取り組みに必要な経費を支援。

この他、プッシュ型事業承継支援高度化事業も実施されます。

速報！国の平成 29 年度補正予算成立
◎中小企業・小規模事業者に焦点を当てた主な経済政策は次のとおりです。

商工
春秋

過
日
県
内
の
機
能

性
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

製
造
す
る
縫
製
工

場
を
訪
問
し
、
代
表
者

よ
り
従
業
員
の
雇
用
の

確
保
と
事
業
継
続
に
つ
い
て
の

苦
労
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。

工
場
内
は
女
性
工
員
が
八
〇
％

以
上
を
占
め
、
数
名
一
組
で
組

み
立
て
ラ
イ
ン
を
作
り
、
製
品

を
仕
上
げ
て
ゆ
く
▼
労
働
集
約

型
の
代
表
と
も
い
え
る
現
業
の

経
営
は
四
十
年
以
上
に
な
る
が
、

近
年
若
手
社
員
の
採
用
は
ほ
と

ん
ど
期
待
で
き
ず
、
現
状
の
社

員
も
年
々
高
齢
化
を
重
ね
る
ば

か
り
で
あ
る
▼
二
十
年
ほ
ど
前

か
ら
導
入
を
始
め
た
海
外
か
ら

の
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
が

現
在
で
は
組
み
立
て
ラ
イ
ン
の

五
〇
％
を
超
え
、
代
表
者
は
県

内
の
海
外
工
場
と
い
う
▼
技
能

実
習
生
の
受
け
入
れ
は
居
住
費

等
の
コ
ス
ト
も
あ
り
現
状
で
は

国
内
社
員
よ
り
高
く
な
る
が
、

発
注
先
の
需
要
に
応
え
る
た
め

に
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
。

業
種
に
よ
っ
て
は
厳
し
い
と
こ

ろ
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
新
た

な
知
恵
と
工
夫
で
乗
り
越
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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中
小
企
業
景
況
情
報

　

今
期
は
、建
設
業
△
一
五・
〇
（
同
プ

ラ
ス
一
〇・
〇
ポ
イ
ン
ト
）、小
売
業
△

二
〇・
五
（
同
プ
ラ
ス
五・
八
ポ
イ
ン

ト
）と
好
転
し
た
が
、製
造
業
一
一・
一

（
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
三・
七
ポ
イ
ン
ト
）、

サ
ー
ビ
ス
業
△
二
四・
五
（
同
マ
イ
ナ

ス
七・〇
ポ
イ
ン
ト
）は
悪
化
し
た
。

　

来
期
は
、建
設
業
△
一
五・
〇
（
当

期
比
〇・
〇
ポ
イ
ン
ト
）は
横
這
い
を
、

小
売
業
△
三
四・
二
（
同
マ
イ
ナ
ス

一
三・
七
ポ
イ
ン
ト
）、製
造
業
〇・
〇

（
同
マ
イ
ナ
ス
一
一・
一
ポ
イ
ン
ト
）、

サ
ー
ビ
ス
業
△
二
四・
六
（
同
マ
イ
ナ

ス
〇・
一
ポ
イ
ン
ト
）は
悪
化
を
予
想
し

て
い
る
。

平成 28年
1月～ 3月 4月～ 6月 7月～ 9月 10月～12月

平成 29年
1月～３月 4月～ 6月

（前期）
7月～ 9月

（今期）
10月～12月

（予想）平成30年
1 月～ 3月

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

D・I 値（前年同期比）表示マーク

20.1 ～ 快晴＝

5.1 ～ 20.0 晴れ＝

5.0 ～△ 5.0 曇り＝

△ 5.1 ～△ 20.0 小雨＝

△ 20.1 ～ 雨＝

業況天気図　平成29年10月～12月期実績　平成30年1月～3月期予想

業
況
判
断
D
・
I
の
推
移（
前
年
同
期
比
）

前
期
比
、小
売
業
・
建
設
業
は
好
転
、製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
悪
化
し
た

（
注
）Ｄ
・
Ｉ
と
は
、景
気
動
向
指
数
の
略
で
、

前
年
同
期
と
比
較
し
て
増
加（
好
転
）企

業
割
合
と
、減
少（
悪
化
）企
業
割
合
の

差
を
示
す
も
の
。
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プロフィール
光学機器・ガラスメー
カーに勤務。その後、
地域の情報誌企画制作
会社に勤務し、行政、
民間問わず広報活動の
支援に長らく携わって
きた。
現在、あごひげ本舗　
法野中小企業診断士事
務所　代表

中小企業診断士

法野　晶則

イベント名 開催日 お問合せ先

世界遺産・五箇山菅沼合掌造り集落ライトアップ 3月中毎週金曜日・土曜日 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

ふれあい青空市「やまだの案山子」 3/3（土）から（月・火・水・土・日） ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

南砺市アイスフェス 3/3（土）・3/4（日） いなみ木彫りの里 0763-82-5757

伊藤惇夫　時局講演会 3/5（月） 八尾町工場協会 076-455-3181

風の盆ステージ・町なかミニツアー 3/10（土）・24（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

第 28回南砺いのくち椿まつり 3/24（土）・3/25（日） 南砺市井口行政センター 0763-64-2211

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活
用
の
ス
ス
メ
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
な
か
に
は
十
分

な
広
告
宣
伝
費
を
か
け
ら
れ
な
い
た
め
に

宣
伝
効
果
を
上
げ
ら
れ
な
い
と
お
困
り
の

経
営
者
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
実
は
ほ
と
ん
ど
無
料
で
効
果
的
に
消

費
者
に
働
き
か
け
る
Ｐ
Ｒ
方
法
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
」
を
活
用
す

る
こ
と
で
す
。

●
「
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
」
と
は

　
「
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
」
と
は
、
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
あ
る
い
は
企
業
自
体
が
、
テ
レ
ビ
、
新

聞
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

に
ニ
ュ
ー
ス
や
記
事
の
形
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
企
業

な
ど
が
、
お
客
様
、
従
業
員
、
株
主
、
地
域

社
会
な
ど
の
関
わ
り
の
あ
る
人
々
に
、
自
ら

を
知
っ
て
も
ら
い
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う

活
動
で
あ
る
広
報
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て

用
い
ら
れ
る
手
法
で
す
。
広
く
社
会
に
知
っ

て
も
ら
う
活
動
の
中
で
も
、
買
っ
て
も
ら
う

た
め
の
宣
伝
で
あ
る
「
広
告
」
と
は
異
な
る

も
の
で
す
。

　

一
般
的
な
「
広
告
」
は
企
業
が
主
導
で

行
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、「
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
」

は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
第
三
者
が
行
う

と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ゆ
え
情
報
の
受
け
手
（
読
者
や
視

聴
者
な
ど
）
が
感
じ
る
信
頼
性
な
ど
の
面
か

ら
と
て
も
有
効
な
手
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
マ
ス
コ
ミ
は
ニ
ュ
ー
ス
に

　
飢
え
て
い
る
！

　

と
こ
ろ
が
、
事
業
者
の
方
と
お
話
を
す
る

中
で
「
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は

特
別
な
人
？
」「
お
金
い
る
が
で
な
い
が
？
」

と
い
っ
た
反
応
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
マ
ス
コ
ミ

の
記
者
は
ネ
タ
に
困
っ
て
い
る
の
で
す
。
ネ

タ
を
欲
し
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
パ
ブ
リ
シ

テ
ィ
は
あ
く
ま
で
も
記
事
で
す
。
費
用
は
発

生
し
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
ネ
タ
で
も
構
わ
な
い

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
の
役

に
立
つ
の
か
？
心
に
響
く
感
動
を
与
え
て

く
れ
る
の
か
？
こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
性
、
社

会
性
、
話
題
性
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
す

る
と
き
の
判
断
基
準
が
あ
り
ま
す
。

つ
づ
く

第
１
回
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トライアル発注商品・
役務を募集！！

インターンシップナビとやまへの登録企業を募集 とやま水素エネルギーシンポジウムの開催

新しい働き方発見
シンポジウム 参加者募集

ものづくり女子育成事業のご案内
～ものづくり女子力UPコース～

県では、ベンチャー企業・中小企業等の開
発した新商品・役務をトライアル発注商品
として認定し、認定された商品・役務の調
達に努めるほか、県が購入した商品・役務
については、使用後の意見をフィードバッ
クするなど、中小企業者のさらなる新商品
開発や改善、販路拡大を応援しています。
■募集（申請受付）期間
２月１日（木）から２月28日（水）まで
※申請相談は、随時、受け付けています。
　詳細については、HPよりご覧ください。

富山県 トライアル
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県　経営支援課
TEL 076-444-3248

富山県インターンシップ推進協議会では、県内企業及び学
生双方の多様なインターンシップに対するニーズに対応す
るため、従来の協議会ウェブサイトの機能を一新した「イ
ンターンシップナビとやま」を開設しました。
近年注目を集めているインターンシップの効率的な実施の
ために、ぜひご活用ください。
■名称・URL　「INTERNSHIP NAVI とやま」
https://internshipnavi-toyama.jp/
・富山県内のインターンシップ参加企業の検索
・オンラインでのインターンシップへのエントリー
・学生と企業のウェブマッチング
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県インターンシップ推進センター　TEL 076-482-3420

「とやま水素エネルギービジョン」策定にあたり、より多くの県民に水素エネ
ルギーのことについて知っていただき、関心を持っていただくことを目的に開
催します。シンポジウムに併せ、燃料電池自動車などの水素エネルギーで動
く車両などをご覧いただく他、小中学生を対象とした水素実験教室を開催し、
来たるべき水素社会を学んで、見て、体感していただくイベントです。
■開催日時
□シンポジウム　3/9（金）14:00～16：30（開場13:30）
□水素関連製品等の展示　3/9（金）12:00～16:30、3/10（土）9:00～16:00
□水素実験教室　3/10（土）　①10:30～11:30、②13:30～14:30
※参加は無料。シンポジウム及び実験教室は事前申込制（先着順）です。お電話等でお申し込み下さい。
■場所　県民会館
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県　商工企画課　TEL 076-444-3245

■日時　2月２０日（火）13：00～16：00
■場所　富山県民共生センターサンフォルテ
■内容（参加無料）
□第１部 講演　13：00 ～
　新しい働き方について
□第２部 パネルセッション　15：00 ～
　自社に適した働き方改革について
講師・パネラー
柳川範之（経済学者・東京大学教授）
大越隆行（TAAS ㈱代表取締役兼CEO）
福田　仁（カルビー㈱人事総務部長兼人財・組織開発部長）
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
地方創生運営事務局

受託：パーソルキャリア株式会社
TEL 03-6385-6718

県では、ものづくり産業への女性の参画・
定着促進を図るため、「ものづくり女子
育成事業」第２回ものづくり女子力UP
コースを実施します。
■内容　ものづくり企業の女性リーダーに

よる講話、グループ討議や座談会
■講師　株式会社フジタ
　　　　代表取締役　梶川貴子氏
■日時　２月２０日（火）１３時３０分～１７時
■場所　富山技術交流センター２階（富山市高田 529）
■参加申込期間　２月６日（火）まで。
※詳細は、県職業能力開発課ＨＰ等をご確認ください。
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
一般社団法人富山県機電工業会
TEL 076-442-4021
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宛先　富山県商工会連合会　会報「商工会とやま」担当者 行
　　　〒 930-0855　富山市赤江町 1-7　FAX 076-433-8031

会報「商工会とやま」をもっと
4 4 4

役立つ冊子に！
皆様のお声をお聞かせください。

会報「商工会とやま」をもっと
4 4 4

役立つ冊子に！
皆様のお声をお聞かせください。

会報「商工会とやま」をもっと
4 4 4

役立つ冊子に！
皆様のお声をお聞かせください。

下記のアンケートにご回答いただき、このページを FAX又は、郵送、最寄りの商工会へ
御持参ください。抽選で３名様においしい特産品をお送りします。

※好きなものに〇を付けてください。（複数回答可）

※当選は商品の発送をもってかえさせていた
だきますのであらかじめご了承ください。

・ ふるさと探訪ニューツーリズム（表紙 会員さんの産業観光等の取組み紹介）
・ 知っ得こ 経営お役立ち情報（税務、補助金情報、サポート情報等）
・ 元気とやまきときとトピックス（県等からの情報）
・ 商工春秋
・ 各地のイベント情報
・ おしえてプロの視点（専門分野のお話を専門家にお伺いします）
・ シリーズこんなことしています！〇〇商工会（商工会の取組み紹介）
・ シリーズひかる技術かがやき企業（かがやいている会員さんの取組み紹介）
・ 中小企業景況調査結果（調査結果報告）
・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

アンケート
どのシリーズ企画が好きですか？

「商工会とやま」で取り上げて欲しいことがあれば教えてください。

商工会に期待することや希望することがあれば教えてください。

アンケートへのご協力ありがとうございました。

Q1

Q2

Q3

A1

A2

A3

応募締切
　２月 20日（火）

ご住所
〒

TE L

お名前

＊よろしければ、ご住所・お名前等のご連絡先をお知らせください。（抽選後、当選された方への商品送付先として）
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　富
山
県
南
砺
市
を
中
心
に
地
域
に

根
付
く
総
合
建
設
業
と
し
て
、
圃
場

整
備
・
道
路
改
良
・
治
山
工
事
な
ど

の
一
般
土
木
工
事
、
上
下
水
道
管
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
工
事
等
を
営
ん
で
い

る
野
原
工
業
株
式
会
社
。
今
回
、
開

発
し
た
「
モ
ラ
ン
工
法
」
に
つ
い
て
、

野
原
工
業
株
式
会
社
　取
締
役
　野

原
英
彦
氏
、
執
行
役
員
工
事
部
長
　

竹
田
実
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

◆
野
原
工
業
株
式
会
社

　
南
砺
市
井
波
八
八
五―

一
一

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
６
３
）
８
２
｜
０
０
１
０

「
モ
ラ
ン
工
法
」

で
日
本
の
水
漏
れ
を

解
決
し
た
い
！

　地
元
の
営
農
組
合
か
ら
五
年

前
に
、
田
ん
ぼ
の
老
朽
あ
ぜ
道

の
水
漏
れ
を
な
ん
と
か
解
消
で

き
な
い
か
と
の
相
談
を
受
け
た
。

　稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
秋
の
み

に
工
法
実
験
が
可
能
で
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
「
モ

ラ
ン
工
法
」
が
完
成
し
た
と
い

う
。
こ
の
工
法
の
特
徴
は
、①
安

価
な
こ
と
②
施
工
が
早
い
こ
と

③
田
ん
ぼ
を
い
た
め
な
い
こ
と

④
効
果
が
半
永
久
に
続
く
こ
と

⑤
多
様
性
が
あ
り
多
く
の
水
漏

れ
に
応
用
で
き
る
等
。

　モ
ラ
ン
工
法
は
水
が
漏
ら
ん
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
、
と
て

も
覚
え
や
す
い
。

　畦
は
年
数
が
た
つ
と
そ
の
機
能
が
低

下
し
漏
水
を
起
こ
す
。
水
管
理
の
手
間

が
か
か
る
う
え
、
農
薬
の
効
果
低
下
、

田
ん
ぼ
の
水
温
低
下
に
よ
り
収
量
も
低

下
す
る
。
日
本
全
国
に
ほ
場
整
備
か
ら

か
な
り
の
年
数
が
経
っ
た
畦
が
多
く
、

モ
ラ
ン
工
法
の
需
要
は
今
後
増
え
て
い

く
と
予
想
し
て
い
る
。
ま
ず
は
地
元
、

次
は
全
国
へ
展
開
を
目
指
し
て
い
る
。

五
年
開
発
を
継
続
し
、現
在
も

進
化
し
続
け
る

　
　
　モ
ラ
ン
工
法

　竹
田
氏
は
、
開
発
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
楽
し
か
っ
た
と
い
う
。
社
長
の
理

解
や
、
社
内
の
協
力
を
得
て
、
考
え
て

実
験
し
、
改
良
点
な
ど
の
意
見
を
出
し

な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。

　野
原
取
締
役
は
、「
仕
事
へ
の
情
熱

と
好
奇
心
、
生
き
が
い
を
常
に
持
つ
」

と
い
う
社
長
の
モ
ッ
ト
ー
が
従
業
員
に

浸
透
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
や
、

言
い
た
い
こ
と
が
言
い
あ
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い

る
組
織
だ
か
ら
こ
そ
、
協
力

し
な
が
ら
長
い
年
月
を
乗
り

越
え
工
法
が
完
成
し
た
と
振

り
返
る
。

　工
具
器
具
製
作
に
つ
い
て

は
、
内
製
化
し
て
お
り
、
生

産
性
を
高
め
る
た
め
の
改
良

は
現
在
も
続
い
て
い
る
。
モ

ラ
ン
工
法
は
ま
だ
ま
だ
進
化

を
続
け
て
い
る
。

　特許
申
請
、
持
続
化

補
助
金
、
次
は
経
営

革
新
計
画
へ

チ
ャ
レ
ン
ジ

　工
法
の
確
立
後
、
モ
ラ
ン
工
法
の
権

利
保
護
と
販
路
開
拓
の
た
め
、
川
上
経

営
指
導
員
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
富
山

県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
紹
介
と
持
続
化

補
助
金
の
活
用
を
薦
め
ら
れ
た
。
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
で
は
特
許
申
請
に
係
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
短
い
期
間
で
特
許

と
商
標
出
願
が
受
理
さ
れ
た
。
ま
た
、

採
択
を
受
け
た
持
続
化
補
助
金
で
、
工

法
を
説
明
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
制
作
。
こ
れ
に
よ
り
、
問

い
合
わ
せ
が
複
数
あ
り
驚
い
た
と
い

う
。　次

の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
経
営
革
新
計

田
ん
ぼ
の
老
朽
あ
ぜ
道
な
ど
の
水
漏
れ
防
止「
モ
ラ
ン
工
法
」で
水
漏
ら
ん
！

田
ん
ぼ
の
老
朽
あ
ぜ
道
な
ど
の
水
漏
れ
防
止「
モ
ラ
ン
工
法
」で
水
漏
ら
ん
！

シ
リ
ー
ズ

　ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

南
砺
市
商
工
会

画
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
進
め
ら
れ
、
富

山
県
か
ら
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
モ
ラ
ン
工
法
へ
の
信
用
性
や
評
価

が
高
ま
っ
た
と
感
じ
た
と
い
う
。

　工
法
の
良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う
た

め
「
見
学
会
」
を
す
で
に
二
回
開
催
し

て
い
る
。
工
法
に
つ
い
て
半
信
半
疑
の

方
が
多
数
い
る
中
、
施
工
後
、
ぴ
た
り

と
水
が
止
ま
る
の
を
目
の
当
た
り
に
す

る
と
反
響
が
大
き
く
、
口
コ
ミ
で
の
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　全
国
に
は
整
備
後
四
十
年
を
超
え
る

畦
が
多
い
。
水
漏
れ
で
困
っ
て
い
る
営

農
組
合
や
農
家
が
多
く
、
進
化
し
続
け

る
モ
ラ
ン
工
法
の
今
後
の
全
国
展
開
が

楽
し
み
で
あ
る
。

執行役員　工事部長　竹田実氏　　　取締役　野原英彦氏

モラン工法による工事の様子

自社で作成した看板でモラン工法の
キャラクターモラン君でPR


